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ファイバー端面観測例 用 　途

シリーズ /  オプション

VFI-1200はカット、研磨、レンズ化されたファイバー端面のカッティング状態や平坦さを測定する測定器です。
マイケルソン干渉干渉計を使用した、非常にコンパクトで、簡易な端面検査器で、125µm程度の通信用光ファイバーから
ファイバーレーザなどの大口径ファイバーのカッティング状態をすぐに確認することができます。旧モデル VF-20 から得た
ノウハウを生かし、5 µpixel カメラの搭載やコントラスト機能など、より精度の高い観察を実現しております。

VFI-1200シリーズ
・VFI-1200 125 ～1200µmファイバー使用可能
・VFI-200 125µmファイバーのみ使用可能

オプション

・VF-H0 / 125 125µmファイバー： 0°カット用
・VF-H8 / 125 125µmファイバー： 8°カット用
・VF-H0 / 200 200µmファイバー： 0°カット用
・VF-H0 / 800 800µmファイバー： 0°カット用
・VF-H0 / 1000 1000µmファイバー：  0°カット用

他仕様も可能です。

・2つの検査モード
    - Inspectモード
    - Fringeモード  

・ファイバーホルダの交換で0°、8°、それ以外のアングルにも対応可能

・100µm～1200µmファイバー測定可能

・接続されたPCから
-  イメージを簡単セーブ、プリント
-  サンプルをリアルタイムで観測
-  QAレポート機能
-  干渉縞から端面の平坦さ観測

・フジクラ、VYTRAN製ホルダー装着可能

・ファイバーサブアッセンブル製作時のファイバー検査

・ファイバーレーザなどの大口径ファイバのクリーブ検査

・ファイバカット面のアングル測定

・ファイバー加工の検査などに 

特　 長

干渉縞からカッティング角度を測定
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